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～ふるさとに響くハーモニー～ 東部地区歌声サークル発表会 
　３月１日、水源の郷交流館で行われた地域づくり講演会「だんぽ
といっしょにうさぎなべ」にあわせ、地域のかたがたによる歌声サー
クルの発表会が行われました。１１月から定期的に練習してきたとい
う成果が披露されると、集まった約８０人は、ギターとハーモニカの
メロディに乗せた歌声に、うっとりと聴き入っていました。 

おらほの 
む ら 
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3/8～9

マ
タ
ギ
に
学
ぶ  
小
国
の
冬

第
十
三
回
雪
の
学
校

　３月８日から９日まで、五味沢地区を会
場に、雪の学校（齋藤重美校長）が開催さ
れました。これは、多くのかたに、小国の
冬の暮らしや文化、遊びなどを広めようと、
毎年、地元住民らで構成された実行委員会
が主催しているものです。
　第１３回目となる今回は、２９人の参加者が、
マタギと一緒に徳網山でハイキングをした
り、サイズ焼きを再現した火祭りなどを楽
しんだりしたほか、地域の食材を使った料
理などに舌鼓を打っていました。

　県内高等教育機関の連合組織「大学コンソーシア
ムやまがた」が主催する地域づくりセミナーが、３
月１日から３日間、五味沢を会場に開催されました。
　今回で３回目となるセミナーには、東北公益文化
大学や山形短期大学などから１５人の学生と教員が参
加し、地域の魅力や課題の掘り起こしを行い、最終
日には、総合センターで報告会が行われました。
　同組織では本年度も、小国町を舞台に、調査範囲
を広げながら、活動を続けることとしています。

3/1～3 「知」の連携で地域を学ぶ
大学生による地域づくりセミナー

　ぶなの森エコ倶楽部（川崎吉巳代表）が主催す
るぼかし肥料の仕込みが、３月７日、山形おきた
ま農協小国支店営農センターで行われました。
　油かすや米ぬか、骨粉などの有機肥料を発酵さ
せて作るこの肥料は、化学肥料に頼らなくとも、
良好な土壌と農作物ができることから、近年、安
全・安心などの面で関心が高まっています。参加
者も、農家や趣味で野菜づくりをしているかたな
ど、年々増えつつあり、みんなで力を合わせて、
念入りに混ぜ合わせ作業を行っていました。

安心・安全を自分たちの手で
ぼかし肥料づくり

3/7
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　関東地方在住の本町出身者で組織される山
形県小国郷人会（伊藤康之会長）の第４８回総
会が、３月２日に都内で開催されました。
　総会では、町社会福祉協議会に対して、会
員らから１０万円の寄付金が集められ、町から
の出席者に託されました。この寄付金は、３
月６日、役場で、町長から社会福祉協議会の
須貝新二会長に直接手渡されました。
　須貝会長は、「みなさんの善意と、ふるさ
とへの思いを無駄にしないよう、今後も住民
福祉の向上を目指して、有効に使わせていた
だきたい」と感謝を表していました。

　

去
る
三
月
二
日
、
小
国
郷
人
会
は
第
四
十
八

回
目
と
な
る
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
郷

人
会
は
、
小
国
を
離
れ
て
関
東
近
郊
で
暮
ら
す

二
百
十
人
の
か
た
が
た
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
総
会
で
ふ
る
さ
と
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
ふ
る
さ
と
か
ら

時
節
の
便
り
が
届
く
こ
と
を
、
大
き
な
楽
し
み

と
し
て
い
ま
す
。
仕
事
に
区
切
り
を
つ
け
、
こ

の
年
に
な
っ
て
改
め
て
「
ふ
る
さ
と
小
国
」
を

ふ
り
返
る
と
き
、
そ
の
思
い
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

　

先
輩
が
た
の
努
力
に
よ
っ
て
存
続
さ
れ
て
き

た
郷
人
会
は
、
平
成
二
十
二
年
に
五
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
節
目
に
は
、
会
の

歴
史
や
会
員
の
昔
話
な
ど
を
綴
っ
た
記
念
誌
も

発
行
予
定
で
す
。
ま
た
会
で
は
、
組
織
基
盤
の

強
化
を
図
る
た
め
、
常
時
、
新
会
員
を
募
集
中

で
す
。
関
東
近
郊
に
お
住
ま
い
の
ご
友
人
、
ご

親
戚
の
か
た
が
お
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
言
か

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

� �������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������

　３月９日、小国小ことばの教室親の会（小
関健次会長）による講演会が、総合センター
で行われました。当日は、町内の保育園や
教育関係者らなどが参加し、幼児発達相談
専門員の藤田圭子氏を講師に迎え、「子ども
のことばと、こころを育てる」と題して講
演が行われました。藤田氏は、ことばやこ
ころの結びつきなどを花に例えて、「子ども
の姿は、社会行動学習の結果。１つの根で
もいろいろな色の花が咲きます。美しい花
を咲かせるには、その土壌である愛情が大
切」と話していました。

子どもの「こころ」は愛情で育つ
ことばの教室講演会

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

第
四
十
八
回

郷
人
会
総
会
を
迎
え
て

山形県小国郷人会

会長 伊藤 康之 氏

3/9

3/6
小国郷人会からの善意を

町社会福祉協議会へ

（東京都在住 河原角出身）
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平
成
二
十
年
度
は
、
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
と
そ
の
変
化

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
の
五
つ
の

柱
に
沿
っ
て
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
予
算
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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自
立
を
可
能
と
す
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
各

般
の
改
革
推

進
の
根
幹
は

歳
出
削
減
に

あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
を
目

途
と
す
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

実
効
性
を
確
実
に
確
保
し
て
い
く

た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
、
そ
し

て
、
各
課
毎
に
業
務
の
効
率
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
定
員

適
正
化
と
資
質
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
財
政
健
全
化
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
財
政
の
中
期
展
望
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
や
る
気
の
あ
る
地
方

が
自
由
に
独
自
の
施
策
を
展
開
し

「
魅
力
あ
る
地
方
」
に
生
ま
れ
変

わ
る
よ
う
、
地
方
独
自
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
む
市
町
村
に
対
し
、
地

方
交
付
税
等
の
支
援
措
置
を
講
じ

る
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
昨
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
行
政
改
革
指
標
、
農
業
産

出
額
、
ご
み
処
理
量
、
出
生
率
な

ど
九
項
目
の
指
標
と
、
町
が
独
自

に
設
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
努
力

結
果
が
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
交

付
税
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
で
す

の
で
、
そ
の
基
準
指
標
の
向
上
と

独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
に
努
め

ま
す
。
な
お
、
本
町
の
独
自
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
�
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推

進
事
業
、
�
公
共
施
設
に
お
け
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
事
業
、
�
小
国
町
次
世
代
育
成

推
進
支
援
行
動
計
画
、
�
町
有
林

保
全
管
理
等
事
業
の
四
事
業
を
掲

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
は
平
成
二
十
年
度
を
目
標

年
次
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
改
定
作
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

携
帯
電
話
不
感
エ
リ
ア
の
解
消

を
進
め
て
い
く
た
め
、
本
年
度
は
、

南
部
地
区
に
お
い
て
、
国
の
移
動

通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
を
導

入
し
、
施
設
整
備
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
供
給
に
つ

い
て
は
、
民
間
事
業
者
三
社
が
行

う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
七
月
ま

で
に
、
テ
レ
ビ
放
送
が
ア
ナ
ロ
グ

放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

完
全
移
行
さ
れ
る
た
め
、
改
修
が

必
要
と
な
る
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施

設
組
合
に
対
し
て
、
国
の
辺
地
共

聴
施
設
整
備
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
段
階
的
に
支
援
し
て
い
く
こ

と
し
ま
し
た
。

　

税
及
び
各
種
使
用
料
等
、
各
会

計
の
滞
納
繰
越
額
合
計
が
一
億
円

を
超
え
る
状
況
に
至
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
収
納
強
化
推
進
組
織
を

立
ち
上
げ
、
収
納
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
故
郷

の
自
治
体
に
寄
付
し
た
場
合
に
税

負
担
を
減
ら
す「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
導
入
が
、
平
成
二
十
年
度
地
方

税
制
改
正
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、

そ
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
れ
が
可
能
と
な
っ

た
場
合
、
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
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※平成２０年度施政方針の一部を抜粋したものです。全文については町ホームページ
または総務企画課で閲覧できます。
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広報おぐに　2008.4

検
討
し
、
本
町
に
ゆ
か
り
の
深
い

方
々
に
対
す
る
周
知
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
総
合
助
成
事
業
、
農
村
の
暮
ら

し
づ
く
り
総
合
助
成
事
業
、
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
を
継
続
し
て
、

住
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
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森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
は
、

木
材
供
給
か
ら
、
水
源
か
ん
養
、

国
土
や
自
然
環
境
の
保
全
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
教
育
の
場
へ
、
さ
ら
に

癒
し
の
場
と
し
て
の
機
能
発
揮
へ

と
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
森

林
環
境
豊
か
な
本
町
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
役
割
を
担
う
公
益
の
森

と
し
て
の
森
林
整
備
を
着
実
に
進

め
て
い
く
た
め
、
町
有
林
造
林
事

業
、
間
伐
実
施
推
進
事
業
、
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
推
進
事
業
を

継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
里
山
復
活

の
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、

町
有
林
管
理
保
全
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年

度
、
町
内
に

お
け
る
国
有

林
と
民
有
林

を
合
わ
せ
た

被
害
本
数
が

五
千
本
に
上

り
、
一
昨
年

の
約
八
倍
と

被
害
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
国
、

県
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と

の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
効
果

的
な
防
除
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
を
活
用
し

て
、
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
導

入
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
本
年
度
、
同
じ
制
度

で
、
小
国
町
森
林
組
合
が
ボ
イ

ラ
ー
の
燃
料
と
な
る
チ
ッ
プ
製
造

機
及
び
関
連
機
械
設
備
を
整
備
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ

の
交
付
金
を
受
け
て
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
組
合
で

は
、
役
員
等
に
よ
る
増
資
を
図
り

な
が
ら
、
事
業
拡
大
に
向
け
た
資

本
増
強
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
町
と
し
て
応

分
の
増
資
を
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
検
証
し
な
が
ら
、

本
町
が
基
地
指
定
を

受
け
た
温
身
平
が
持

つ
特
異
性
の
発
揮
と

そ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

水
準
の
向
上
、
さ
ら

に
、
森
林
の
公
益
性

の
発
揮
に
よ
る
人
々
と
森
林
と
の

新
た
な
係
わ
り
方
を
見
い
だ
し
て

い
く
た
め
の
研
究
会
等
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
豊
か
な
森
林
資
源

を
活
用
し
た
産
業
振
興
と
、
新
た

な
産
業
創
出
を
視
野
に
入
れ
た
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
財
源
と

し
た
み
ど
り
環
境
交
付
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
森
林
景
観
整
備
事
業
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
、
学
校
林
遊

歩
道
整
備
事
業
に
充
当
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

米
の
生
産
調
整
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
農
業
者
、

農
業
者
団
体
の
主
体
的
な
取
り
組

み
へ
と
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
引
き
続
き
安
全
・
安
心
な

米
づ
く
り
普
及
拡
大
事
業
及
び
振

興
作
物
作
付
支
援
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

農
地
の
安
定
し
た
経
営
体
へ
の

流
動
化
の
促
進
や
、
稲
作
を
主
体

と
す
る
地
域
農
業
の
持
続
的
発
展

が
図
ら
れ
る
よ
う
規
模
拡
大
を
目

指
す
認
定
農
業
者
が
、
農
業
機
械

を
リ
ー
ス
す
る
場
合
に
支
援
す
る

農
用
地
利
用
集
積
支
援
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
農
業
の
担
い

手
と
新
規
就
農
者
の
確
保
に
取
り

組
む
認
定
農
業
者
協
議
会
及
び
担

森林資源に活かして癒しの空間を創造する森林セラピー事業

安全な米づくりを目指す
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い
手
育
成
協
議
会
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

　

工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
七
年
度
よ
り
暫
定
水
量
と
し

て
日
量
四
百
立
方
メ
ー
ト
ル
を
供

給
し
て
き
ま
し
た
が
、
横
川
ダ
ム

の
完
成
に
伴
い
、
本
年
度
か
ら
日

量
六
千
五
百
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を

供
給
す
る
態
勢
が
整
い
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
当
面
コ
バ

レ
ン
ト
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
に

約
四
千
四
百
立
方
メ
ー
ト
ル
を
供

給
す
る
こ
と
と
し
、
工
業
用
水
道

施
設
の
運
転
管
理
業
務
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
日
本
重

化
学
工
業
株
式
会
社
に
委
託
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
商
業
に
お
い
て
は
、

個
人
消
費
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
販

売
額
が
落
ち
込
む
状
態
に
至
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
消
費
の
拡

大
を
目
指
し
て
商
業
者
が
プ
レ
ミ

ア
ム
付
買
物
券
を
販
売
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
支

援
し
ま
す
。
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町
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
者
原
内
川
線
、
舟
渡
網
代
瀬
線
、

若
山
金
目
線
の
改
良
、
玉
川
大
橋

床
版
補
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
舗
装
の
延
命
化
を
図
る
た
め
、

舗
装
版
目
地
補
修
事
業
を
実
施
し

て
、
早
め
に
路
面
の
亀
裂
等
へ
補

修
材
を
施
し
ま
す
。
松
岡
黒
沢
峠

線
に
つ
き
ま
し
て
、
横
川
ダ
ム
湖

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
環
境
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
入
込
者
の
増

加
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

道
か
ら
の
改
良
に
向
け
、
調
査
に

着
手
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
地
域
高
規
格
道
路
新
潟

山
形
南
部
連
絡
道
路
の
建
設
促
進

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関
係
自

治
体
等
と
連
携
し
て
、
道
路
特
定

財
源
の
維
持
を
働
き
か
け
な
が
ら
、

早
期
実
現
に
向
け
て
強
力
に
運
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

除
雪
対
策
で
は
、
住
民
生
活
の

安
全
、
安
心
を
確
保
し
て
い
く
た

め
、
効
果
的
、
効
率
的
な
除
雪
体

制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。
本
年
度

は
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
二
台
を
更

新
す
る
ほ
か
、
幸
町
地
区
へ
の
流

雪
導
水
路
に
落
雪
防
止
梁
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
増
岡
地
内
の
素

掘
水
路
を
改
修
整
備
し
、
用
水
の

安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

小
国
の
家
づ
く
り
助
成
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
木
材
製
品
利
用

住
宅
建
築
奨
励
助
成
の
限
度
額
を
、

こ
れ
ま
で
の
三
十
万
円
か
ら
五
十

万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
は
、
増
岡
地
内
に
お

い
て
、
延
長
千
百
二
十
四
メ
ー
ト

ル
の
汚
水
管
渠
を
布
設
す
る
こ
と

と
し
た
ほ
か
、
汚
水
桝
等
の
補
修

や
流
入
水
対
策
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

　

下
水
道
整
備
に
あ
わ
せ
、
上
水

道
の
石
綿
管
入
替
を
行
う
ほ
か
、

安
全
で
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給

を
図
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
赤
芝

水
源
の
水
質
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
年
度
は
、
大
宮
地
内
に
浄
水
場

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

横
川
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
の
予
備

調
査
着
手
以
来
、
二
十
七
年
の
歳

月
を
経
て
、
本
年
三
月
に
竣
工
の

時
を
迎
え
ま
す
。
横
川
ダ
ム
工
事

事
務
所
で
は
、
ダ
ム
建
設
と
と
も

に
上
流
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
、
文
化
や
地
元
住
民
の
考

え
方
、
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
と

の
関
連
な
ど
を
重
視
し
な
が
ら
周

辺
整
備
事
業
を
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
本
町
や
町
内
各
種

団
体
等
と
と
も
に
、
横
川
ダ
ム
と

ダ
ム
湖
を
生
か
し
、
水
源
地
域
の

保
全
と
流
域
全
体
の
活
性
化
に
資

す
る
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

を
進
め
て
お
り
、
試
行
的
取
り
組

み
も
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
さ
ら
に
効
果

的
な
活
用
手
法
を
検
討
実
施
す
る

と
と
も
に
、
上
流
域
に
整
備
さ
れ

た
空
間
の
円
滑
な
管
理
と
活
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

町民生活を支える道路除雪
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小
国
町
地
域
公
共
交
通
会
議
を

設
立
し
、
本
年
度
、
国
の
地
域
公

共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合
事
業

の
支
援
を
直
接
受
け
な
が
ら
、
専

門
機
関
及
び
有
識
者
等
と
の
連
携

の
も
と
、
町
営
バ
ス
を
含
め
、
本

町
に
お
け
る
望
ま
し
い
公
共
交
通

体
系
の
確
立
を
目
指
し
て
、
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　

消
防
施
設
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

中
田
山
崎
地
内
に
消
防
ポ
ン
プ
庫

を
建
設
す
る
ほ
か
、
今
市
地
内
の

ポ
ン
プ
庫
及
び
警
鐘
台
を
解
体
し

ま
す
。
ま
た
、
増
岡
地
内
に
消
火

栓
一
基
を
新
設
し
、
二
基
を
改
修

し
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
家
庭
ご
み
の
排

出
量
は
、
共
同
処
理
を
行
っ
て
い

る
置
賜
管
内
で
は
二
番
目
に
多
く
、

さ
ら
に
、
こ
れ
に
伴
う
住
民
一
人

当
た
り
の
処
理
料
は
最
も
多
く
負

担
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
こ

の
た
め
、「
家
庭
ご
み
一
人
一
日
百

グ
ラ
ム
減
量
作
戦
」
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
、
ご
み
処
理
に
関
す
る

学
習
機
会
の
設
定
、
マ
イ
バ
ッ
ク

運
動
の
実
施
や
農
業
生
産
活
動
と

の
連
携
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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所
得
税
の
税
源
移
譲
に
伴
う
税

率
改
正
に
よ
っ
て
、
本
年
度
よ
り
、

国
で
は
保
育
所
徴
収
基
準
額
表
の

各
階
層
別
所
得
税
額
を
引
き
下
げ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本
町
で

は
、
子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し

て
、
平
成
十
年
度
か
ら
、
階
層
区

分
に
お
け
る
所
得
税
額
の
独
自
設

定
や
入
所
児
童
の
年
齢
別
の
細
分

化
、
同
一
世
帯
で
二
人
以
上
入
所

し
て
い
る
場
合
の
軽
減
措
置
な
ど
、

町
単
独
で
保
育
料
を
低
く
設
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
ま
ま
据
え

置
い
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

　

本
年
四
月
か
ら
、
基
本
健
康
診

査
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
医
療
保

険
者
が
行
う
特
定
検
診
と
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
う
健
康

診
査
、
さ
ら
に
、
介
護
保
険
者
が

行
う
生
活
機
能
評
価
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
町

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
従
来
の
総

合
検
診
の
態
勢
を
堅
持
し
つ
つ
、

こ
れ
ら
制
度
改
正
の
普
及
推
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
特
定
検
診
の

結
果
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ら

れ
た
方
々
の
健
康
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
に
、
運
動

指
導
に
重
点
を
置
い
た
健
康
教
室

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
な
食
生
活
の
普
及
推

進
や
食
育
の
取
り
組
み
を
拡
大
し

て
い
く
た
め
に
、
食
生
活
改
善
推

進
員
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
の
障
害
福
祉
計
画
が
、
平
成

二
十
一
年
度
に
改
定
期
を
迎
え
る

た
め
、
こ
れ
に
必
要
な
基
礎
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
に

沿
っ
て
展
開
し
て
い
ま
す
地
域
生

活
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

障
害
者
の
地
域
で
の
自
立
を
促
進

す
る
た
め
相
談
支
援
事
業
と
外
出

時
の
移
動
支
援
事
業
を
拡
充
し
ま

す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十

三
年
度
を
事
業
期
間
と
す
る
第
四

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す

る
ほ
か
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
々

を
対
象
と
す
る
生
活
機
能
評
価
を

充
実
し
、
介
護
予
防
を
推
進
し
て

い
く
と
と
も
に
、
介
護
予
防
が
必

要
な
方
に
対
し
、
要
介
護
状
態
に

至
ら
な
い
よ
う
運
動
器
の
機
能
向

上
や
、
う
つ
、
閉
じ
こ
も
り
、
認

知
症
予
防
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

な
お
、
任
意
事
業
と
し
て
、
暮
ら

し
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
助

成
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
四
月
か
ら
、
七
十
五
歳
以

上
の
方
、
及
び
六
十
五
歳
か
ら
七

十
四
歳
ま
で
の
方
で
一
定
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
広

域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
方
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
い
う
新

し
い
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
創
設
の

考
え
方
と
し
て
は
、
高
齢
期
に
お

け
る
適
切
な
医
療
の
確
保
を
図
り
、

子どもたちの笑顔は地域の宝
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医
療
費
の
適
正
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
医
療
費
を
安
定

的
に
支
え
る
た
め
、
現
役
世
代
と

高
齢
者
の
方
々
が
負
担
能
力
に
応

じ
て
、
公
平
に
負
担
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
す
。
本
町
で
は
約

千
七
百
五
十
人
の
方
々
が
こ
の
制

度
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
段

階
的
に
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
き
め
細

や
か
に
お
知
ら
せ
を
し
な
が
ら
、

本
制
度
の
安
定
的
定
着
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
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少
子
化
の
進
行
に
伴
う
町
内
の

学
校
再
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
展
開
し
て
い
る
保
護
者
・
地
域

懇
談
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
課
題
等
を
十
分
整
理

の
上
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
望
ま

し
い
学
習
環
境
の
創
出
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

小
玉
川
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り

ま
す
閉
校
後
活
用
計
画
策
定
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
、
本
年
度
の

前
半
に
は
そ
の
方
向
性
を
示
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
事
業
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

校
区
内
住
民
の
皆
様
方
や
同
校
の

卒
業
生
の
、
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
る
内
容
を
基
本
に
、
地
元
の
皆

様
方
を
中
心
と
し
た
閉
校
後
活
用

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
と
り

ま
と
め
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
学
校
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
計
画
的
、
段
階
的

に
整
備
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
や
、
近
年
多
発
し
て
い

る
災
害
等
へ
の
対
応
な
ど
、
安
全

で
安
心
で
き
る
学
校
施
設
の
維
持

管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
中
高
一
貫
教
育
の
研
究
開
発

の
取
り
組
み
は
、特
設
教
科
の「
国

際
、
情
報
」
や
、
総
合
学
習
の
時

間
等
を
活
用
し
た
「
地
域
学
習
」

な
ど
を
中
心
に
、
学
力
向
上
と
学

校
相
互
の
連
携
等
に
極
め
て
大
き

な
成
果
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
昨

年
度
か
ら
は
、
町
独
自
で
そ
の
研

究
と
実
践
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

ま
す
が
、
少
子
社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
と
し
て

確
立
で
き
る
よ
う
継
続
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
県
立
小
国
高

等
学
校
が
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く

平成20年度予算一般会計は51億9,000万円で、前年に比べ4.3%の減額となりました。 

地方交付税 
23億円 

歳入 歳出 

町税 
10億7,237万6千円 
（町民税・法人税など 
　町に納める税金） 

地方譲与税等 
2億3,060万円 

（国の税金の一部が町に交付される） 

町債 
4億940万円 

国・県支出金 
5億2,891万円 
国・県支出金 
5億2,891万円 
（国や県の制度を 
　活用した事業に充当） 

使用料及び手数料 
8,701万6千円 

分担金及び負担金 
9,027万8千円 

繰入金 
3億1,476万5千円 
その他 
1億5,665万5千円 

議会費 
8,529万1千円 

総務費 
7億6,223万5千円 

民生費 
10億3,326万4千円 

衛生費 
3億9,010万7千円 

労働費　1,468万6千円 

農林水産業費 
2億6,699万4千円 

商工費 
2億5,420万7千円 

土木費 
6億 
6,326万8千円 

消防費 
1億9,403万2千円 

教育費 
4億2,283万4千円 

災害復旧費 
312万1千円 

公債費 
10億9,495万1千円 

諸支出金・予備費 
501万円 

51億9,000万円の内訳 
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り
の
一
環
と
し
て
独
自
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
短
期
留
学
事
業
へ
引

き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
）
や
情
緒
障
害
な
ど
個
別
の

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
町
独
自
の
学
習

支
援
員
を
増
員
配
置
す
る
ほ
か
、

不
登
校
な
ど
専
門
的
な
相
談
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
及
び
保
護
者

の
精
神
的
安
定
を
支
援
し
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
教
育
相
談
員
を

設
置
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、

食
農
体
験
学
習
講
座
や
高
齢
者
講

座
の
開
催
、
各
種
団
体
等
が
主
体

的
に
学
習
機
会
を
設
定
す
る
場
合

に
支
援
す
る
生
涯
学
習
支
援
事
業

を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
青
年
層

を
対
象
と
し
た
交
流
促
進
事
業
を

新
規
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
放
課
後
に
子
ど
も
た

ち
の
安
全
で
健
や
か
な
居
場
所
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
度

か
ら
小
国
小
学
校
で
開
催
し
て
い

る
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
、
本
年

度
か
ら
、
叶
水
小
学
校
及
び
北
部

小
学
校
に
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
狂

言
大
蔵
流
の
山
本
東
次
郎
家
に
お

出
で
い
た
だ
き
、
町
内
の
児
童
生

徒
及
び
広
く
町
民
の
方
々
に
、
一

流
の
古
典
芸
能
に
ふ
れ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
白
い
森
古
典
芸

能
ふ
れ
あ
い
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　

体
育
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
二
十
三
年
度
を
目
途
に
、
住

民
が
主
体
的
に
運
営
す
る
「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
創

設
を
目
指
し
て
い
く
方
向
が
示
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
は
そ
の

設
立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
て
い
き

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
年
度
行
財
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
立
ち
、

新
た
な
決
意
と
展
望
を
も
っ
て
、

着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一般会計　５１億９，０００万円
特別会計　２５億７，２９０万円
企業会計　１８億２，８２６万円

５１億９，０００万円一　般　会　計
２，２００万円簡易水道事業特別会計

特
別
会
計

８億９，３００万円国民健康保険事業特別会計
１億１，５００万円部落有財産特別会計
１億３，０７０万円老人保健特別会計
４億２００万円下水道事業特別会計
６，５００万円訪問看護特別会計

８億４，４１０万円介護保険特別会計
１億１１０万円後期高齢者医療特別会計

２５億７，２９０万円小　　　計
１０億９，６１７万７千円病院事業会計

企
業
会
計

３億２，５９４万８千円老人保健施設事業会計
２億９，１６９万６千円水道事業会計
１億１，４４３万９千円工業用水道事業会計
１８億２，８２６万円小　　　計
９５億９，１１６万円合　　　　　計

各 会 計 予 算

９５億９，１１６万円
予算総額

体験をとおして学ぶ放課後子ども教室

主 な 事 業
１億１，６６９万５千円移動通信用鉄塔施設整備事業

５８２万８千円地上デジタル放送受信施設整備
支援事業

１８４万円次期総合計画策定事業
１億６，９１７万５千円民間保育所入所児童委託事業
１億３８５万７千円障害者自立支援給付事業
７１２万６千円森林セラピー推進事業
７２８万７千円水田農業構造改革事業
６，６７３万７千円森林資源活用施設整備支援事業

４００万円飯豊山麓交流ゾーングランドデ
ザイン検討事業

１，４８０万円商店街区機能形成支援事業
１億９，６１７万４千円除雪事業
１億３，０９８万円道路橋梁新設改良事業

５００万円耐震改修促進計画策定事業
６８８万９千円小中高一貫教育支援事業
２，０００万円学校建設基金積立金

３３８万円小玉川小中学校閉校後活用計画
策定事業

���������	�
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三
月
十
六
日
、
小
玉
川
小
学
校
最
後
と
な
る
卒
業
式
に
続
い
て
、

「
小
玉
川
小
中
学
校
閉
校
記
念
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

児
童
や
歴
代
の
教
職
員
、
地
域
の
か
た
が
た
は
約
二
百
五
十
人
。
た

く
さ
ん
の
か
た
が
た
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
明
治
八
年
か
ら
百
三
十

三
年
に
わ
た
る
「
学
舎
」
と
し
て
の
歴
史
に
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
戸
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と
な
り
、
地
域
の
か
た
が
た
が
協
力
し
合
っ

て
子
ど
も
の
育
成
を
見
守
っ
て
き
た
こ
の
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

の
核
施
設
と
し
て
、
ま
た
町
内
小
中
学
校
の
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
と

し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
���
	
�


�
�

������� ��	
�����������	
��
��������	
���������	
���

��������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������

地域のかたがた、
先生、在校生へ感
謝の言葉を語る塚
原くん。年度当初
に誓った「みんな
を引っ張る機関車
となる」の言葉ど
おり、いつでも
堂々とした姿でま
とめ役を努めた

五十公野良一校長
から、最後の卒業
生となる塚原力哉
くんに卒業証書が
手渡された

������
������
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３月１２日には、陸上自衛隊第六音楽隊による記念演奏会を実施

����

「小玉川の歴史
と魅力」をテー
マとした地域学
習の成果を披露

練習を重ね、４人の心を合わせた「触れ太鼓」
地域のかたがたの協力によって建立された閉校記念碑には、
「小玉川学びの地」と刻まれた

昭和３６年から、
現在の校舎が
建設される昭
和６０年まで使
われていた旧
校舎

平成４年には、
べにばな国体
山岳競技の舞
台となった

���������	
���

笑顔と涙があふれた歴代教職員らとの再開

旧校舎時代に卒業したかたがたは、昔の校歌や、
小玉川小中学校開校祝歌を大合唱

多目的室に並べられたアルバムや写真に、
なつかしさと思い出が込み上げる

最後の学校行事を成功させるため、ふる
さとを離れて暮らすかたも大勢集まった

絆と心を
育んだ校舎

「コイズ
ミワ」の
かけ声で
乾杯

平成１８年４月、
一足先に統合し
た中学生たち

子どもたち
を見守って
きた文化交
流のシンボル
「ガルーダ」



広報おぐに　2008.4

12

　

三
月
五
日
か
ら
十
四
日
ま
で
開

か
れ
た
三
月
定
例
議
会
で
、
新
年

度
各
会
計
予
算
な
ど
三
十
六
議
案

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算　
　
　

六
千
九
百
二
十
万
円
の
増
額

　

総
務
費
に
お
い
て
は
、
閉
所
さ

れ
る
横
川
ダ
ム
工
事
事
務
所
建
物

施
設
に
つ
い
て
、
来
年
度
以
降
、

西
置
賜
行
政
事
務
組
合
の
広
域
消

防
小
国
分
署
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
年
度
内
に
町

が
建
物
施
設
を
購
入
し
、
平
成
二

十
年
度
当
初
に
は
、
西
置
賜
行
政

組
合
に
対
し
て
、
取
得
額
と
同
額

で
売
却
す
る
こ
と
と
し
所
要
額
を

措
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る

た
め
、
財
政
調
整
基
金
に
一
億
四

千
万
円
、
除
雪
対
策
基
金
に
一
千

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
積
み
増
し
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

町
営
バ
ス
の
運
行
事
業
に
つ
い

て
は
、
燃
料
費
を
及
び
修
繕
料
の

不
足
額
を
追
加
し
た
ほ
か
、
民
生

費
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
障
害
者

自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
激
変

緩
和
措
置
と
し
て
、
通
所
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
事
業
者
へ
の

助
成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
施
設

入
所
者
の
異
動
に
伴
い
、
介
護
給

付
費
な
ど
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
内
中
核
企
業
の

増
収
増
益
に
と
も
な
っ
て
、
法
人

町
民
税
で
収
入
増
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
追
加
措
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
補
正
額
は
六
千
九

百
二
十
万
円
の
増
額
と
な
り
、
補

正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

五
十
八
億
四
千
八
百
十
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
及
び
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
制
度
改

正
に
対
応
し
た
電
算
シ
ス
テ
ム
改

修
に
伴
う
所
要
経
費
を
追
加
措
置

し
ま
し
た
。

学
校
建
設
基
金
条
例
を
設
定

　

町
内
小
中
学
校
の
再
編
に
伴
い
、

将
来
、
統
合
の
母
体
と
な
る
小
国

小
学
校
と
小
国
中
学
校
の
改
築
が

三
月
定
例
議
会

総
務
企
画
課 

行
政
管
理
室 

法
務
行
政
担
当 

  

庶
務
管
財
担
当 

 

政
策
企
画
室 

政
策
企
画
担
当 

  

財
政
担
当 

会
計
管
理
者 

出
納
室 

出
納
係 

税
務
出
納
課 

税
政
管
理
室 

課
税
担
当 

  

収
納
担
当 

  

地
籍
調
査
担
当 

町
民
課 

町
民
生
活
室 

住
民
窓
口
担
当 

  

町
民
生
活
担
当 

  

国
保
医
療
担
当 

健
康
福
祉
課 

生
活
福
祉
推
進
室 

地
域
福
祉
担
当 

  

児
童
福
祉
担
当 

  

お
ぐ
に
保
育
園 

 �

�

�

�

���

���

�
�

�
�

　
「
当
面
す
る
特
定
行
政
課
題
へ

の
対
応
」
と
、「
効
果
的
・
効
率
的

な
施
策
事
業
の
遂
行
」
の
２
つ
の

視
点
に
基
づ
い
て
、
組
織
・
機
構

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
民
課
で
は
、
医
療
制
度
改
革

に
対
応
す
る
た
め
新
た
に
町
民
生

活
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
産
業
振

興
課
で
は
、
商
工
振
興
室
、
交
流

推
進
室
を
設
置
し
て
、
柔
軟
な
執

行
体
制
を
確
保
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、
町

立
病
院
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
務
に
応
じ
て
、
組
織
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

役場の組織を

見直しました
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必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
整
備
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

「
小
国
町
学
校
建
設
基
金
」
を
設

置
し
、
今
後
、
計
画
的
に
積
み
立

て
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

農
業
委
員
定
数
条
例
の
改
正

　

町
の
農
業
就
業
人
口
や
農
家
数

の
減
少
、
委
員
会
の
改
革
な
ど
の

点
か
ら
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
定
数
を
、
現
行
の
十
二

名
か
ら
四
名
削
減
し
、
八
名
と
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

特
別
職
の
給
与
を
減
額

　

特
別
職
の
給
料
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
減
額
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
今
般
の
景
気
動
向

や
財
政
環
境
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
期
間
を
延
長
し
て
、
減
額
対
応

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
給
料
月
額
か
ら
、
町
長
十
五

％
、
副
町
長
十
％
、
教
育
長
五
％

を
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

元
町
議
会
議
員
の
仁
科
光
悦
氏

（
尻
無
沢
）
が
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
に
よ
る
自
治
功
労
賞
を
受

賞
さ
れ
、
三
月
五
日
、
役
場
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仁
科
氏
は
、
昭
和
五
十
四
年
に

初
当
選
し
、
以
後
二
十
八
年
間
に

わ
た
り
、
議
会
活
動
を
通
じ
て
住

民
の
声
を
地
方
自
治
に
反
映
し
、

本
町
の
振
興
進
展
に
、
大
き
く
貢

献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

仁
科
光
悦
氏
に

自
治
功
労
賞

 

健
康
管
理
支
援
室 

健
康
推
進
担
当 

  

介
護
福
祉
担
当 

  

地
域
包
括
支
援
担
当 

産
業
振
興
課 

農
林
振
興
室 

農
村
経
営
担
当 

  

農
業
振
興
担
当 
  

森
林
振
興
担
当 
 

商
工
振
興
室 

商
業
振
興
担
当 
  

工
業
労
政
担
当 

 

交
流
推
進
室 

観
光
交
流
担
当 

  

森
林
セ
ラ
ピ
ー
担
当 

地
域
整
備
課 

建
設
管
理
室 

道
路
河
川
担
当 

  

都
市
住
宅
担
当 

 

上
下
水
道
室 

上
下
水
道
担
当 

 

建
設
技
術
室 

建
設
技
術
担
当 

町
立
病
院  

診
療
部 

  

事
務
部 

  

看
護
部 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

介
護
老
人
保
健
施
設  

診
療
部 

  

事
務
部 

教
育
委
員
会（
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

学
校
教
育
担
当 

 

教
育
振
興
室 

生
涯
学
習
担
当 

  

体
育
振
興
担
当 

議
会
（
議
会
事
務
局
） 

監
査
委
員
（
監
査
委
員
事
務
局
） 

農
業
委
員
会
　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
所
管
） 

選
挙
管
理
委
員
会
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
企
画
課
所
管
） 

※
各
課
・
各
担
当
な
ど
の
電
話
番
号
に
つ
い
て
は
、
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

の
枠
上
部
分
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

仁
科
光
悦
氏
に

自
治
功
労
賞
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国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

主
催
の
横
川
ダ
ム
竣
工
式
が
、
三

月
二
十
三
日
、
町
民
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
新
潟
・
山
形
両
県

関
係
者
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
や

流
域
住
民
な
ど
約
二
百
三
十
人
が

出
席
。
式
辞
や
工
事
報
告
、
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
後
、
く
す
玉
開
披

が
行
わ
れ
、
羽
越
水
害
か
ら
四
十

年
余
を
経
て
よ
う
や
く
迎
え
た
ダ

ム
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

上空からのぞむ横川ダム（平成１９年１１月２８日撮影）

齋
藤
弘
知
事
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
水
に
親
し
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た

横
川
ダ
ム
工
事
事
務
所
の
五
十
嵐
晃
所
長
が
、

こ
れ
ま
で
の
工
事
経
過
な
ど
を
報
告

竣
工
を
迎
え
た
横

竣
工
を
迎
え
た 
横
川
ダ
ム
�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

羽
越
水
害
か
ら
四
十
年

予
備
調
査
か
ら
二
十
七
年
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広報おぐに　2008.4

　

小
国
の
「
食
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
地
産
地
消
推
進
セ
ミ
ナ
ー
が
、

三
月
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

地
産
地
消
推
進
協
議
会
の
会
員
や

関
係
者
な
ど
約
百
人
が
参
加
。
地

元
の
食
材
を
使
っ
て
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
指

導
さ
れ
て
き
た
平
野
美
由
紀
氏
の

講
演
や
、
町
内
産
の
雑
穀
な
ど
を

使
っ
た
試
作
料
理
の
試
食
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
国
高
の
二
年
生
四
人
、
三
年

生
一
人
が
、
一
月
二
十
日
に
行
わ

れ
た
第
三
十
八
回
情
報
処
理
検
定

で
、
二
級
を
取
得
し
ま
し
た
。
竹

田
眞
知
子
校
長
は
、「
授
業
だ
け
で

は
合
格
で
き
な
い
レ
ベ
ル
。
一
貫

教
育
で
、
早
く
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に

親
し
ん
で
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。
新
三
年
生
と
な
る
四
人
が
、

一
級
に
合
格
で
き
る
か
楽
し
み
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２年 飯澤智宏さん（後左）、２年 鈴木大介さん（後右）
２年 貝沼友さん（前左）、２年 船山理恵子さん（前右）

３年　今大地さん（前中）

連
携
を
図
り
な
が
ら
ダ
ム
建
設
に
協
力
し
て

き
た
横
川
ダ
ム
対
策
協
議
会
、
横
川
ダ
ム
建

設
促
進
期
成
同
盟
会
、
小
国
町
の
三
者
に
、

国
土
交
通
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

会
場
に
は
羽
越
水
害
や
ダ
ム
の
仕
組
み
に
関

す
る
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
か
た
が

た
が
見
入
っ
て
い
た

地
産
地
消
推
進
セ
ミ
ナ
ー

小
国
高
の
五
人

情
報
処
理
検
定
二
級
に
合
格
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催

し

催

し

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

募

集

募

集

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー
お
ぐ
に
石
楠
花
ま
つ
り

■
日　

時　

５
月
１
日
�
〜
６
日
�

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
場　

所　

道
の
駅「
白
い
森
お
ぐ
に
」

　
　
　
　
　

駐
車
場
（
特
設
会
場
）

■
入
場
料　

二
百
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
）

■
問
合
先　

産
業
振
興
課
へ

小
玉
川
熊
ま
つ
り

■
日　

時　

５
月
４
日
�
午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

国
民
宿
舎
飯
豊
梅
花
皮
荘

■
内　

容　

神
事
、
熊
狩
り
模
擬
実
演
、

熊
汁
販
売
な
ど

■
問
合
先　

小
国
町
観
光
協
会
（
�　
６２

―
２
４
１
６
）
へ

お
花
見
で
☆
お
も
白
い
森

■
日　

時　

４
月　

日
�

２９

　
　
　
　
　

正
午
〜
（
小
雨
決
行
）

■
場　

所　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

　
　
　
　
　

エ
コ
ー
周
辺（
特
設
会
場
）

■
内　

容　

バ
ン
ド
演
奏
、
夜
桜
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
、
出
店
な
ど

■
そ
の
他　

当
日
又
は
準
備
な
ど
に
協

力
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

お
も
白
い
森
事
務
局
（
本

間
�　

―
２
４
３
０
）
へ

６４

ト
ネ
リ
コ
の
苗
木
配
布

　

チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
を
保
護
す

る
た
め
、
食
樹
で
あ
る
ト
ネ
リ
コ
の
苗

木
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

■
日　

時　

４
月　

日
�

２９

　

午
前
８
時　

分
〜
９
時　

分

３０

３０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー
入
口
前

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を
応
援
し
よ
う

　

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
を
観
戦
し
ま
せ
ん
か
。
無
料
招
待
状

を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

５
月　

日
�

１０

　
　
　
　
　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

■
場　

所　

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

山
形
（
天
童
市
）

■
対
戦
相
手　

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

■
配
布
対
象　
　

歳
以
上
の
町
民

１９

　
　
　
　
　
　
（
先
着　

人
）

５０

■
申
込
方
法　

４
月　

日
�
午
前
９
時

２２

〜　

日
�
午
後
６
時　

分
ま
で
、
町

３０

３０

民
体
育
館
で
申
込
み
を
受
け
付
け
、

無
料
招
待
状
を
配
布
し
ま
す
。（
電
話

受
付
は
し
ま
せ
ん
）

■
そ
の
他　

当
日
は
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
内
の
所
定
の
応
援
席
か
ら
の
観
戦

と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

町
民
体
育
館
へ

春
の
火
災
予
防
運
動

　

４
月
９
日
〜　

日
は
、
火
災
予
防
週

２２

間
で
す
。「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離

れ
る　

そ
の
時
を
」
を
統
一
標
語
に
、

次
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

■
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　

▼
期
間　

４
月　

日
�
〜　

日
�

１６

２２

　

▼
時
間　

午
前
７
時
と
午
後
６
時

■
防
火
パ
レ
ー
ド

　

▼
日
時　

４
月　

日
�

１９

　
　
　
　
　

午
前
８
時　

分
〜

３０

■
問
合
先　

消
防
署
小
国
分
署
（
�　
６２

―
２
１
５
４
）
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

　

小
国
ア
パ
ー
ト
１
号　

３
Ｄ
Ｋ
３
戸

■
募
集
期
間　

４
月
４
日
�
〜　

日
�

１８

■
対　
　

象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り

住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、
平
成

　

年
度
の
所
得
額
が
月
額　

万
円
以

１８

２０

下
の
か
た
な
ど

■
入
居
時
期　

６
月
上
旬

■
家　

賃　

所
得
に
応
じ
て
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
三
カ
月
分

■
問
合
先　

山
形
住
ま
い
の
情
報
セ
ン

タ
ー
（
�
０
２
３
８
―　

―
２
３
３

２４

２
）
へ

　

小
国
町
文
化
振
興
基
金
助
成
事
業

（財）
■
助
成
対
象
事
業

平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
平
成　

年

２０

２１

３
月　

日
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る

３１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

�
音
楽
、演
劇
等
の
公
演
、鑑
賞
事
業

�
団
体
、
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
事
業

�
文
化
財
の
保
護
活
動
事
業

�
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業

■
助
成
対
象
団
体
（
個
人
を
含
む
）

�
町
民
を
主
体
と
し
た
団
体
等

�
町
民
を
対
象
と
し
た
事
業
を
行
う

団
体
等

■
助

成

額　

総
額
三
十
万
円
以
内

■
申
請
期
限　

５
月　

日
�

２０

■
問

合

先　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

の
団
体
活
動
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対　
　

象　

５
人
以
上
の
団
体

■
保
険
期
間　

４
月
１
日
午
前
０
時
〜

平
成　

年
３
月　

日
午
後　

時
ま
で

２１

３１

１２
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

ご
案
内

ご
案
内

相相 談談
年金相談

■日　時　４月１６日�
　受　付　１０：３０～１４：３０
　相　談　１１：００～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ
※年金相談については、本年度
から、受付及び相談の開始時
間が変更されていますので、
ご注意ください。

人権相談

■日　時　４月２５日�
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　人権擁護委員
■内　容　人権に関することな
らどんなことでも結構です。
■問合先　町民課へ

■
申
込
・
問
合
先　

�
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
山
形
県
支
部
（
�
０
２
３
―
６

４
２
―
８
３
２
１
）
へ

国
税
専
門
官
を
募
集

■
受
験
資
格

�
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年

５４

６２

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

６２

れ
た
か
た
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

か
た
又
は
平
成　

年
３
月
ま
で
に

２１

卒
業
見
込
み
の
か
た
な
ど

■
試
験
日
と
内
容

　

６
月　

日
�
（
一
次
試
験
）

１５

　

教
養
試
験
、
専
門
試
験
な
ど

■
申
込
方
法

　

４
月
１
日
〜　

日
ま
で
に
、
最
寄
り

１４

の
税
務
署
へ
受
験
申
込
書
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

（
�
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１
）へ

上
水
道
・
簡
易
水
道
は 

５
月
か
ら
検
針
を
再
開
し
ま
す

　

降
雪
の
た
め
休
止
し
て
い
ま
し
た
水

道
の
検
針
を
、
５
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
に
障
害
物
が

あ
る
と
、
検
針
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
検
針
中
は
、
留
守
の
場
合
で
も
、

検
針
員
が
敷
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
検
針
期
間　

毎
月
３
日
〜　

日
（
土

１０

日
・
祝
祭
日
な
ど
の
た
め
、
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

会
報
「
ぶ
な
の
森
」
第　

号
発
売

１２

　

町
の
文
化
団
体
で
組
織
す
る
「
小
国

町
文
化
協
会
」
の
会
報
誌
「
ぶ
な
の
森
」

第　

号
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
町
の
文
化

１２
活
動
を
中
心
に
綴
ら
れ
た
文
集
で
す
。

ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
の
在
庫
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
か
た
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
代　

金　

一
部
二
百
円

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

Ｃ
型
・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

無
料
検
査
を
実
施
し
ま
す

■
日　

時　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

■
場　

所　

置
賜
保
健
所
（
米
沢
市
）

■
申
込
方
法　

費
用
は
無
料
で
す
が
、

検
査
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前

に
電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
保
健
所
（
�

０
２
３
８
―　

―
３
０
０
２
）
へ

２２

「
や
ま
が
た
ｅ
申
請
」を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

県
と
県
内
各
市
町
村
で
は
、
共
同
で

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
「
や
ま
が
た
ｅ
申

請
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
住
民
票
の
写
し
交
付
申
請
」

な
ど
が
、
い
つ
で
も
自
宅
な
ど
か
ら
申

請
で
き
、
窓
口
で
の
待
ち
時
間
も
短
縮

し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
申
請
の
際
に
は
、
本
人
確
認
の

た
め
電
子
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
や
ま
が
た
ｅ
申
請

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp://w

w
w
.e-y
am
ag
ata.lg

.jp

 
       
 
 
    
  
  
      
   

/  

電
話
帳
を
配
布
・
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、４
月
か
ら
順
次
、

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
と
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
を
各

家
庭
に
配
布
し
ま
す
。
現
在
の
電
話
帳

は
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
の
で
、
配
達
員

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
不
在
の
場
合
は
、

後
日
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
問
い
合

せ
番
号
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

（
�
０
１
２
０
―
５
０
６
―
３
０
９
）へ

や
ま
が
た
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

　

４
〜
６
月
の
期
間
、
置
賜
３
市
５
町

と
上
山
市
が
連
携
し
、
花
・
食
・
歴
史

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
、
地
域
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
列

車
な
ど
が
運
行
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く

の
か
た
が
た
が
訪
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
産
業
振
興
課
へ
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら  

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程

４
月
８
日
、　

日
、　

日
子
育
て
講

１５

２２

座
「
体
育
遊
び
」

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

４
月　

日
、　

日　

お
ぐ
に
保
育
園

１０

２４

就業時間年 齢求人数職       種事  業  所  名
７：００～１６：００ほか不問２人グループホーム介護員医 療 法 人 社 団 緑 愛 会

介護老人保健施設かがやきの丘
９：００～１５：４５不問１人調理師
９：００～１５：４５不問１人調理師
７：３０～１７：００ほか不問１人スタンド給油・配達業務

小 国 町 森 林 組 合 ７：３０～１７：００不問１人運転業務
８：００～１７：００１８歳以上５人警備業務（正社員）

ＤｏＣｏＤｅＭｏグ ル ー プ � ８：００～１７：００１８歳以上５人警備業務（準社員）
８：３０～１６：４５ほか不問６人マシンオペレーター� 井 上 製 作 所
８：００～１７：００不問２人土木施工管理技士� 船 山 工 務 店
９：００～１８：００ほか３５歳以下２０人販売員� コ メ リ 新 潟 地 区 本 部
８：３０～２２：００不問１人調理師及び見習い

味処 藤 よ し ９：００～１４：００不問１人ホール・接客
９：１５～１７：００不問１０人特別営業職

アクサ生命保険�長井営業所 ９：１５～１７：００不問１０人ルート営業
９：１５～１７：００不問１０人特別営業職
８：００～１６：４５ほか不問５人配送及び給油所業務�ジェイエイサービスおきたま
８：００～１７：００不問１人一般事務員

大 河 内 産 業 � ８：００～１７：００不問３人ダンプ・重機運転士
８：００～１７：００不問３人砂利プラント運転士
８：００～１７：００不問１人型枠大工

安 部 工 業 � ８：００～１７：００不問１人重機オペレーター
８：００～１７：００不問１人一般作業員
８：００～１７：００不問２人電気工事ハ イ コ ー �

８：５０～１７：３０不問１人薬剤師電 興 �

８：００～１７：００不問２人測量助手� 小 国 測 量 設 計 事 務 所
９：００～１７：００不問５人生命保険コンサルタント第一生命保険相互会社坂町支部
８：００～１７：３０ほか不問１人ホールスタッフ

�コンズカンパニー第一ホール小国店 ８：００～２２：３０間７時間不問１人ホールスタッフ
８：００～１７：００不問１人サービス・役務ア ベ プ ラ ン ニ ン グ
８：３０～１７：３０ほか不問１０人伐採作業員�ベンチャービジネス春樹
８：００～１７：００不問３人農作業全般� 東 部 開 発
８：３０～１６：４０ほか不問２人石英ガラスの洗浄作業�アイコンワールド新潟営業所
９：００～１８：００不問１人社内システムの設計、開発� シ ー テ ッ ク 山 形 営 業 所
８：３０～１７：００不問１人電気系生産技術� ス タ ッ フ サ ー ビ ス

１７：００～２１：００ほか不問１人接客酒味庵 ま つ ば ら
９：００～１３：００ほか不問３人コンビニ・カラオケ店員�コンビニステーションオレンジ
８：３０～１７：３０不問１人設備業務及び運転手� ナ ウ エ ル
１７：００～２１：００不問１０人完全個別指導家庭教師ＫＡＴＥＫＹＯ学院長井校

　左の表は３月１４日現在の新規求人
の内容です。無効になっている場合
もありますので了承ください。この
ほかの求人情報は、ハローワーク長
井（�８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　

４
月　

日
、５
月
１
日　

総
合
セ
ン
タ
ー

１７

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

４
月　

日
�

１９

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１２

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

き
び
お
に
ぎ
り
作
り
な
ど

■
申
込
期
限　

４
月　

日
�

１７

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　独立行政法人国際協力機構
では、ＪＩＣＡボランティア（青
年海外協力隊）の春期募集を
実施しています。関心のある
かたは、ぜひ説明会においで
ください。

■日　時　４月１９日�１６：００～
■場　所　霞城セントラル
　　　　　２階研修室（山形市）
■問合先　ＪＩＣＡ山形デスク
（�０２３－６４６－６２６７）へ

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◇長きこの夜 佐江　衆一
◇少し変わった子あります 森　　博嗣
◇はぐれ鷹 熊谷　達也
◇白洲次郎・正子の食卓 牧山桂子・野中昭夫
◇始末な暮らし 阿部　絢子
◇白川静さんに学ぶ漢字は怖い 小山　鉄郎
◇余命１ヶ月の花嫁 ＴＢＳイブニング・ファイブ
◇とっておき！スリング ＮＨＫ出版編
◇おかあさん、げんきですか

後藤竜二・武田美穂
◇くらしの文集各地区編

きらやか銀行教育振興基金
※ほか多数入荷しました。

今月の休館日：毎週月曜日、４月２９日（祝日）

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 

�����������	�
�������	�
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室�６２－２１１２ 政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０ 国保医療担当�６２－２２６１ 税政管理室�６２－２４０３
出納室�６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室�６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１ 建設技術室�６２－２４３２ 議会事務局�６２－２４４８

保健カレンダー 
場　　所対　　象受付時間乳幼児健診月日

健康管理センター

※持ち物
母子健康手帳

２０年１月生まれ
１３：００～１３：１５

４カ月児健康診査
５／３０

１９年５月生まれ１歳児健康診査

１７年９月～１１月生まれ１３：００～１３：１５２歳児歯科健診５／２８

１９年５月～２０年１月生まれ１３：００～１３：３０ポリオ予防接種５／１４

■問合先　健康福祉課へ

■問合先　健康福祉課へ

�������	
��
特別児童扶養手当児童扶養手当母子家庭修学費児童手当手 当 名

重度から中度の
障害を持つ児童
を在宅で育てて
いるかた

母子家庭で児童
を育てているか
た（父母ともに
いない場合は、
親に代わって児
童を育てている
かた）

母子・父子家庭
で児童を育てて
いるかた（父母
ともにいない場
合 は、親 に 代
わって児童を育
てているかた）

出生から小学校
修了前の児童を
養育しているか
た

対 象 者

１級障害
５０,７５０円

２級障害
３３,８００円

９,８５０円～
４１,７２０円

加算額
２人目 ５,０００円
３人目以降

３,０００円
（所得・認定経
過年数に応じ手
当額が変更）

対象児童
１人につき

２,０００円

３歳未満
１０,０００円

３歳以上
�第１子・２子

５,０００円
�第３子

１０,０００円

手 当 額
（月額）

それぞれ所得制限があります。一定所得以上のかたには支給されません。所得制限

２０歳まで

１８歳になる年度
末まで（一定の
障害がある場合
は２０歳未満）

小学校入学から
高校卒業まで

出生から小学校
修了前まで支給期間

４・８・１１月４・８・１１月９・３月６・１０・２月支 給 月

８月に所得状況
届を提出してい
ただきます。

８月に現況届を
提出していただ
きます。

７月に現況届を
提出していただ
きます。

６月に現況届提
出を提出してい
ただきます。
受給対象になる
かたは、事由発
生後１５日以内に
請求してくださ
い。

そ の 他

�������	
��
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

人
権
相
談

●
実
施
日

４
月　

日
�
、
５
月　

日
�
、

２５

２３

６
月
３
日
�
、
７
月　

日
�
、

２５

８
月　

日
�
、
９
月　

日
�
、

２２

２６

　

月　

日
�
、　

月　

日
�
、

１０

２４

１１

２１

　

月
５
日
�
、
１
月　

日
�
、

１２

２３

２
月　

日
�
、
３
月　

日
�

２７

２７

●
時　

間　
　

時
〜　

時

１０

１２

（
６
月
と　

月
は
３
時
ま
で
）

１２

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
指
定
す
る
日
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
（
申
込
期
限
）

６
月
３
日
�
（
５
月　

日
）

２８

９
月
５
日
�
（
９
月
１
日
）

　

月
５
日
�
（　

月
１
日
）

１２

１２

●
時　

間　
　

時
〜
３
時

１０

■
場　

所　

い
ず
れ
も
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

町
人
権
擁
護
委
員

や
弁
護
士
な
ど
、
専
門
の
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

町
民
課
へ

　山菜シーズンには、誤って「有毒
植物」を食べてしまい、食中毒にな
る事故が多発します。美味しい旬を
味わうためにも、もう一度、次の点
に注意しましょう。
●食用の自信が持てない山菜は採取
しない
●新芽や根など、部分的な特徴では
なく、全体をよく見ること
●調理の前に、不安を感じる植物が
ないか再確認すること
●食後に体調が悪くなった場合は、
残品を持って、医療機関を受診す
ること
※詳しいことは、町民課へ

　小国町国民健康保険の被保険者が亡くなった場合に支給する葬祭費につきまして
は、これまで現金支給としていましたが、４月１日から、口座払いに変わります。

　平成２０年４月からはじまる「後期高齢者医療制度」は、７５歳以上のすべてのかた（一定の
障害がある場合は６５歳以上）が加入するもので、山形県内の全市町村が加入する「山形県後
期高齢者医療広域連合」が運営します。各種手続きについては、これまでどおり町民課で行
うことができます。山形県後期高齢者医療の被保険者が亡くなった場合は、他の医療保険と
同様に葬祭を行うかたに葬祭費が支給されます。
※詳しいことは、町民課へ

●葬祭費の支給額　１件あたり　５０，０００ 円
（小国町国民健康保険・山形県後期高齢者医療広域連合とも同額）
　
●葬祭費の支給手続き
�町民課窓口に死亡届の届出の際に「葬祭費支給申請書」をお渡しします。
�後日、必要事項を記入し「葬祭費支給申請書」を町民課に提出してください。
�町民課で申請書を確認・審査したうえで、支給の決定を行います。（後期高齢者医療
広域連合被保険者の場合は、広域連合によって審査・支給決定されます）
�指定の口座に葬祭費を支給します。（後期高齢者医療広域連合被保険者の場合は、申
請から支給まで１カ月～２カ月程度）

葬祭費の支給が口座振替になります
山形県後期高齢者医療広域連合の場合も同様です

小国町国民健康保険

平
成　

年
度  
人
権
・
法
律
相
談
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有毒植物による
食中毒にご注意を！
有毒植物による
食中毒にご注意を！
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室�６２－２１１２ 政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０ 国保医療担当�６２－２２６１ 税政管理室�６２－２４０３
出納室�６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室�６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１ 建設技術室�６２－２４３２ 議会事務局�６２－２４４８
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　犬を飼う場合、飼い主のかたは愛犬に、年に一度必ず狂犬病の予防注射を受けさせる義務がありま
す。狂犬病に対しては現在のところ有効な治療方法がありませんので、予防注射を必ず受けて下さい。

■持参するもの
鑑札、予防注射通知はがき（はがきは、
犬を登録しているかたへ後日送付します。
未登録のかたへは送付されません）

■犬の登録について
犬を飼う場合は、町への登録が必要です。
まだ登録していないかたは、予防注射の
際に手続きをしてください。
■注意点
注射をする場合に犬が暴れることがあり
ますので、注射会場へは犬をしっかりと
抑えることができるかたが連れてきて下
さい。また、会場で犬が人や他の犬を咬
んでけがを負わせてしまった場合には、
その犬を連れてきた方の責任になります
のでご注意ください。
■問合先　町民課へ

　投票所の円滑な運営と選挙執行経費の削減を図るため、農業委員会委員の選挙における投票区の見直し
を行い、これまでの１５投票区から７投票区となりました。新しい投票区での選挙は、本年７月に執行予定
の農業委員選挙からとなります。（一般の選挙における投票区はこれまでどおり１８投票区となります。）

※表中の投票所は予定です。（選挙ごとに決定されます。）

【小国町農業委員会委員選挙】投票区の一部を変更

狂犬病予防集合注射を忘れずに ！

時　間場所（施設）実施日
９：４０～９：５５白子沢警鐘台前

４月
８日
（火）

１０：０５～１０：３０ＪＲ沼沢駅前
１０：５０～１１：１０叶水基幹集落センター前
１１：２５～１１：５０伊佐領会館前
１３：００～１３：２０種沢農村公園
１３：３０～１４：２０ふれあいの家駐車場
１４：３０～１５：３０小国町役場東側駐車場
９：５０～１０：１５沖庭小学校前

４月
９日
（水）

１０：２５～１０：３５むつみ会館前
１０：５０～１１：００長沢公民館前
１１：１０～１１：３０五味沢活性化センター前
１３：１５～１３：２５小玉川保育園前
１３：３５～１３：４５中田山崎公民館前
１４：００～１４：１５玉川高齢者コミュニティセンター前
１４：２５～１４：３５足野水きのこ園管理所前
１５：００～１５：３０宮の森会館前

新投票区の区域旧投票区の区域
投票所投票区の区域（大字）投票区投票所投票区の区域（大字）投票区

松岡農事
事務所

杉沢、大滝、新原、小倉、
種沢、黒沢、松岡、芹出、
朝篠、伊佐領、綱木箱口

２
杉沢公民館杉沢、大滝、新原、小倉、種沢、

黒沢、松岡、芹出、朝篠２

伊佐領小学校伊佐領、綱木箱口３

沖庭小学校

小渡、針生、新屋敷、貝
少、増岡の一部（舟場）、
舟渡、網代瀬、尻無沢、
松崎、今市、栃倉、若山、
古田、金目

３
沖庭小学校

小渡、針生、新屋敷、貝少、増
岡の一部（舟場）、若山の一部
（舟場）、舟渡、網代瀬、尻無沢

４

古田歌舞伎伝承館若山、古田、金目５
今市活性化センター松崎、今市、栃倉６

北部
小中学校

越中里、長沢、樋の沢、
中島、焼山、荒沢、入折
戸、折戸、五味沢、驚、太
鼓沢、小股、石滝

４
あさひ保育園越中里、長沢、樋の沢、中島、

焼山、荒沢、入折戸、折戸７

五味沢活性化セン
ター

五味沢、驚、太鼓沢、小股、石
滝８

玉川高齢者
コミュニティ
センター

玉川、片貝、玉川中里、
中田山崎、足野水、泉岡、
小玉川、菅沼、樽口、滝
倉、市野沢、百子沢、足
水中里

５

玉川高齢者コミュニティセンター玉川、片貝９

中田山崎公民館片貝の一部、玉川中里、中田
山崎、小玉川の一部１０

小玉川小学校泉岡、小玉川１１
足野水きのこ園管理所足野水１２

足中克雪センター菅沼、樽口、滝倉、市野沢、百
子沢、足水中里１３

小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室�６２－２１１２ 政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０ 国保医療担当�６２－２２６１ 税政管理室�６２－２４０３
出納室�６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室�６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１ 建設技術室�６２－２４３２ 議会事務局�６２－２４４８
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人口のうごき
人  口　男 … 4,616人 (－ 4 )

女 … 4,852人 (－ 9 )
計 … 9,468人 (－13)

世帯数 　　3,261世帯 (－4 )
平成20年2月29日

誕生おめでとうございます。

ら い と

緑 町 後　藤　来　斗
　健
麻衣子（

な ぎ さ

増 岡 安　部　渚　彩
和　幸
早　苗（

こ ゆ き

伊 佐 領 山　口　小雪希
　慎
文　香（

こ よ し

伊 佐 領 山　口　小夜詩
　慎
文　香（

ゆ い と

湯 花 大　谷　唯　人
正　明
好　美（

結婚おめでとうございます。

沼 沢
荒 沢

小　池　直　幸
今　盛　美　紀（

小国小坂町
岩 井 沢
緑 町
東 原
岩 井 沢
入 折 戸
増 岡
五 味 沢
岩 井 沢
沼 沢
宮 の 台
　 北 　
河 原 角
岩 井 沢

(94)
(71)
(89)
(94)
(87)
(79)
(75)
(79)
(97)
(81)
(77)
(92)
(79)
(91)

おくやみ申し上げます。

小 渡
高 畠 町

 今  直　樹
吉　田　磨　由（

髙　橋　ナル子
玉　津　修二郎
西　原　外　述
舟　山　ち　ゑ
後　藤　德　三
齋　藤　嘉　雄
伊　藤　忠　市
齋　藤　二　美
玉　垣　ス　エ
伊　藤　立　子
茂　木　みつ子
長谷部　夘　三
伊　藤　テ　ツ
佐　藤　み

　サークルやスポーツ団体など、グループで
活動しているかたがたを紹介していきます。
今月は子育てサークル「おひさま」。
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３月１９日には、紙粘土で手形づくりに挑戦

　

昨
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
接

す
る
機
会
が
な
か
っ
た
か
た

が
た
に
お
会
い
し
、
話
を
伺

い
、
貴
重
な
経
験
も
た
く
さ

ん
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

と
お
し
て
見
え
る
新
鮮
で
魅
力
的
な

景
色
や
表
情
を
、
き
ち
ん
と
伝
え
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
何
か
オ
ス
ス
メ
の
情
報
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
過
日
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

昭
和
か
ら
平
成
の
町
の
歴
史
を
「
近

代
の
あ
ゆ
み
」
と
し
て
掲
載
し
ま
し

た
。
な
つ
か
し
い
町
並
み
、
家
並
み

な
ど
も
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 （
片
桐
）
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